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多重債務者問題の解決に向けて 
～貸金業関係連絡会を開催～ 

 

Report

　３月２８日（水）、沖縄総合事務局におい
て「第１１回貸金業関係連絡会」を開催し
ました。 
　この会議は、貸金業規制法の円滑な施
行を確保するため、国及び県の行政当局
間における事務処理の統一を推進するほか、
行政当局と取締当局の連携を図ることを
目的とし、沖縄総合事務局財務部長、沖
縄県文化環境部長、沖縄県警察本部生活
安全部長で構成される会議です。 
　今回は、多重債務者の増加が社会問題
となる中、昨年１２月に「貸金業の規制等
に関する法律等の一部を改正する法律」

が成立し、多重債務者問題の抜本的な解
決のため、貸金業の適正化、過剰貸付の
抑制、金利体系の適正化等について、所
要の制度整備が行われたことから、改正
法の円滑な施行を図ることを目的に開催
したものです。 
　会議では、各参加者から最近の業務運
営状況と今後の方針等について報告がな
され、三者間のより一層の連携を確認し
たほか、消費者教育の拡充、ヤミ金融の
取締強化等についても意見交換が行われ
ました。 

沖縄の『地域資源』を全国へ！世界へ！ 
～地域中小企業サポーターズサミット ｉｎ 沖縄～ 

 

Report

　平成19年度の中小企業支援策の大き
な柱として、「中小企業地域資源活用プロ
グラム」が創設され、各種支援策が動き
出します。本制度では、「域外市場を狙っ
た新商品等の開発・事業化」「地域資源
を活用した新たな取り組みの掘り起こしや
地域資源の価値向上」の2点を柱とした
支援を行ない、地域自らの力を最大限に
活かした地域産業発展の核となる新事業
創出を目指しています。 
　支援策に先立ち、平成１９年１月１５日、
地域や中小企業の活性化への取り組みを
応援する「地域中小企業サポーター」１３
８名が経済産業大臣より任命されました。
経済産業部では、平成１９年３月８日那覇
市内において、地域中小企業サポーター
の体験談や沖縄の地域資源の強み等を話
してもらい、支援人材のネットワークを構

築するため、地域の支援人材や中小企業
経営者等を対象に、「地域中小企業サポー
ターズサミット　in　沖縄」を開催しました。 

国際通りから環境を考えよう！ 
～環境シンポジウム＆パネル展を開催～ 
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　平成19年3月21日（水）、
22日（木）に那覇市ぶん
かテンブス館及びポケット
パークにて、「国際通りか
ら環境を考えよう！」環境
シンポジウム＆パネル展
を開催しました。  
　環境シンポジウムは、大
きく二部構成とし、第一部
では「国際通り周辺におけ
る環境の取り組み」を大き
なテーマとし、 第二部で

は「国際通りから本島北部の危機に瀕する
動物たちについて考える」を大きなテーマ
として開催しました。  
　パネル展においては、環境に関する七つ
のテーマ毎にブースを設置するとともに様々
なパネルを展示し、環境の重要性を来場者
の方に知っていただきました。  
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【地域中小企業サポーター（沖縄地域）】 
 
１．製造業関係 有限会社オーシャン・トゥエンティワン 
 　代表取締役社長 酒元　謙二 
 
２．サービス業関係 フロンティアＰＲ株式会社  
 　代表取締役　　 白仁　昇 
 
３．観光関係 株式会社国際サンゴ加工所   
 　代表取締役社長 上地　建次 
 沖縄県観光事業協同組合　　 
 　代表理事　　　 上地　長栄 
 多幸山株式会社　　　　　　 
 　代表取締役社長 上地　敏夫 
 石垣市長　　　 　大濱　長照　 
 竹盛旅館　代表者 竹盛　洋一 
 
３．食品関係 有限会社開発屋でぃきたん　 
 　代表取締役　　 照屋　隆司 
 


